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資料4
京都府中期的な医療費の推移に関する見通し

■京都府 2008年８月■

2008年４月１日から施行されることとなった ｢高齢者の医療の確保に関する法律｣ に基づき､ 全都道府県に策定が義務付
けられた ｢都道府県医療費適正化計画｣ の京都府において策定したもの｡ 府は ｢府民の保健医療水準の向上を目指すことを
基本｣ として､ ｢中期的な医療費の推移に関する見通しを策定｣ するとしている｡ 国の示す計画に掲げるべき目標値は､ 特定
健診・特定保健指導､ 療養病床再編成､ 平均在院日数のそれぞれに関するものとされる｡ 計画では平均在院日数を▲2.1日と
設定し､ 国の計算ソフトによると財政効果は▲約150億円としている｡ しかし､ 府においては ｢医療保険適用の療養病床｣ は
｢増加する見通し｣ であるため､ 医療提供体制の見直し等による平均在院日数短縮実現が目指されるものと考えられる｡
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Ⅱ
医
療
費
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

京
都
府
の
現
状

(1
)
医
療
費
の
推
移
及
び
動
向

ア
医
療
費

全
国
で
の
医
療
費
を
示
す
国
民
医
療
費
は
、
平
成
１
７
年
度
の
数
値
で
約
33
.1
兆
円
で
あ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
約
１
兆
円
、
3.
2％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
の
国
民
医
療
費
を
見
る
と
、
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
等
に
よ
り
、
平
均
２
％

弱
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
平
成
１
７
年
度
を
含
め
こ
う
し
た
改
正
の
な
か
っ
た
年
度
例

、
、

（
え
ば
平
成
１
３
年
度
は
3.
2％
）
の
伸
び
は
そ
れ
ぞ
れ
３
％
を
超
え
る
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
自

（
）

。
然
体
の
国
民
医
療
費
は
毎
年
１
兆
円
年
率
３
％
強
程
度
ず
つ
伸
び
る
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す

本
府
の
医
療
費
の
状
況
は
、
平
成
１
７
年
度
の
医
療
費
総
額
は
7,
03
9億
円
、
一
人
当
た
り
国

民
医
療
費
は
２
６
６
千
円
（
全
国
２
５
位
）
と
全
国
平
均
（
２
５
９
千
円
）
よ
り
若
干
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
費
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

-
1
-

Ⅰ
「
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に
関
す
る
見
通
し
」
策
定
の
主
旨

１
策
定
の
背
景

「
」

平
成
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
都
道
府
県
に
お
い
て
医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

、「
」

国
が
示
す
医
療
費
適
正
化
計
画
は

医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

に
お
い
て
「
住
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進
」
と
し
て
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
「
医
療
の
効
率
的

、
、

な
提
供
の
推
進
」
と
し
て
療
養
病
床
の
再
編
成
及
び
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
の
政
策
目
標
を
掲
げ
、
そ

の
目
標
の
達
成
に
よ
り
、
５
年
後
の
医
療
費
の
見
通
し
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
費
に
関
し
て
は
、
健
康
保
険
法
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
保
険
各
法
に
基
づ
く

社
会
保
険
制
度
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
観
点
か
ら
、
診
療
報
酬
の
設
定
を
は
じ
め
制
度
の

設
計
と
実
施
に
責
任
と
権
限
を
有
す
る
国
が
一
元
的
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
で
は
、

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
医
療
費
を
除
い
て
は
、
都
道
府
県
単
位
の
医
療
費
総
額
は
把
握
で
き
な
い

た
め
、
そ
の
見
通
し
は
、
国
が
示
す
デ
ー
タ
と
手
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
京
都
府
に
お
い
て
は
、
府
民
の
保
健
医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
次
の
考
え
方
に
よ
り
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に
関
す
る
見
通
し
を
策
定
し
ま
す
。

２
策
定
に
当
た
っ
て
の
京
都
府
の
考
え
方

急
速
な
高
齢
化
が
進
行
し
、
今
後
と
も
医
療
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
か
つ
多
様
化
す
る
中

で
、
負
担
と
給
付
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

、
。

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
安
定
し
た
医
療
保
険
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

京
都
府
で
は
、
制
度
に
責
任
と
権
限
を
も
つ
国
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
適
切
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

府
民
の
保
健
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
健
康
長
寿
日
本
一
に
向
け
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
阻
害
す
る
主
な
死
亡
原
因
や
要
介
護
原
因
と
な
る
疾
患
等
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防

を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
、
医
療
の
質
を
確
保
し
つ
つ
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

本
見
通
し
は
、
こ
う
し
た
施
策
の
内
容
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
中
期
的
な
医
療
費
の
見
通
し
を
示
す

こ
と
と
し
ま
す
。
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(2
)
病
床
数
等
の
状
況

平
成
１
８
年
６
月
現
在
、
本
府
に
お
け
る
開
設
許
可
病
床
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
平
成
１
８
年
病
院
報
告
』

全
病
床
数

一
般
病
床

療
養
病
床

精
神
病
床

結
核
病
床

(内
介
護
療
養
病
床
)

感
染
症
病
床

３
６
,６
６
６
床

２
２
,５
５
３
床

７
,２
１
０
床

(３
,９
２
６
床
)

６
,５
１
６
床

３
６
床

３５
１床

平
成
１
７
年
度
医
療
施
設
調
査
に
よ
る
と
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
病
床
種
類
別
病
床
数
に
つ

い
て
は
、
一
般
病
床
が
全
国
70
7.
7床
に
対
し
、
84
7.
3床
と
多
く
な
っ
て
お
り
、
逆
に
、
療
養
病
床

は
全
国
28
1.
2床
に
対
し
26
6.
6床
、
精
神
病
床
は
、
全
国
27
7.
3床
に
対
し
24
6.
1床
と
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
偏
在
が
大
き
く
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
最
高
は
、
高

知
県
の
1,
02
2.
4床
、
最
低
は
神
奈
川
県
の
14
2.
7床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
は
、
療
養
病
床
の
う
ち
介
護
保
険
適
用
の
療
養
病
床
（
以
下
「
介
護
療
養
病
床
」

と
言
い
ま
す
）
が
全
体
の
５
割
強
を
占
め
て
お
り
、
全
国
で
も
唯
一
、
医
療
保
険
適
用
の
療
養
病

。
床
（
以
下
「
医
療
療
養
病
床
」
と
言
い
ま
す
）
よ
り
も
介
護
療
養
病
床
の
方
が
多
い
都
道
府
県
と

。
な
っ
て
い
ま
す
。

-
3
-

イ
老
人
医
療
費

老
人
医
療
費
を
見
る
と
、
平
成
１
７
年
度
老
人
医
療
費
は
11
兆
6千
億
円
で
国
民
医
療
費
全
体

の
約
35
％
を
占
め
て
お
り
、
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
は
、
平
成
１
７
年
度
全
国
平
均
82
1,
40
3

円
と
前
年
度
比
5.
3％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

、
、

、
１
人
当
た
り
老
人
医
療
費
は
都
道
府
県
間
で
の
格
差
が
大
き
く
全
国
平
均
82
万
円
に
対
し

最
高
は
、
福
岡
県
の
約
10
2万
円
、
最
低
は
長
野
県
の
約
67
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
府
の
１
人
あ
た
り
老
人
医
療
費
は
89
8,
70
9円
(前
年
度
比
4.
9％
の
増
加
)で
全
国
第
１
０
位

（
入
院
医
療
費

全
国
１
２
位
、
入
院
外
医
療
費

全
国
６
位
）
と
全
国
平
均
と
比
べ
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
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平
均
在
院
日
数
（
介
護
療
養
病
床
を
含
む
）

（
単
位
：
日
）

年
度

京
都
府

全
国

全
国
と
の
差

長
野
県

長
野
県
と
の
差

平
成
14
年

38
.5

37
.5

+1
.0

26
.9

+1
1.
6

平
成
15
年

37
.3

36
.4

+0
.9

26
.8

+1
0.
5

平
成
16
年

37
.4

36
.3

+1
.1

27
.1

+1
0.
3

平
成
17
年

36
.5

35
.7

+0
.8

27
.3

+
9.
2

平
成
18
年

35
.2

34
.7

+0
.5

26
.7

+
8.
5

平
均
在
院
日
数
（
介
護
療
養
病
床
を
除
く
）

（
単
位
：
日
）

京
都
府

全
国

全
国
と
の
差

長
野
県

長
野
県
と
の
差

平
成
18
年

31
.3

32
.2

-0
.9

25
.0

+
6.
3

平
成
１
８
年
度
病
床
種
類
別
平
均
在
院
日
数
（
介
護
療
養
病
床
含
む
）

（
単
位
：
日
）

一
般
病
床

療
養
病
床

精
神
病
床

結
核
病
床

感
染
症
病
床

京
都
府

21
.5

17
4.
8

34
9.
8

52
.1

2.
5

全
国

19
.2

17
1.
4

32
0.
3

70
.5

9.
2

長
野
県

16
.9

99
.7

26
2.
6

87
.9

6.
2

平
均
在
院
日
数
と
は
、
入
院
患
者
の
入
院
日
数
の
平
均
値
を
示
す
も
の
で
、
病
院
報
告

で
は
、
次
の
計
算
式
で
算
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
在
院
日
数
＝
年
間
在
院
患
者
延
べ
数

÷
((
年
間
新
入
院
患
者
数
＋
年
間
退
院
患
者
数
)×
1/
2)

-
5
-

(3
)
平
均
在
院
日
数
の
状
況

平
成
１
８
年
の
本
府
の
平
均
在
院
日
数
は
、
35
.2
日
と
全
国
平
均
(3
4.
7日
)を
上
回
っ
て
い
ま
す

が
、
介
護
療
養
病
床
を
除
け
ば
31
.3
日
と
、
全
国
平
均
(3
2.
2日
)を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

平
均
在
院
日
数
は
、
全
国
的
に
も
短
縮
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
府
と
一
番
短
い
長
野
県
と
を
比

較
す
る
と
、
約
８
日
間
（
介
護
療
養
病
床
を
除
け
ば
６
日
間
）
以
上
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
平
均
に
比
べ
、
一
般
病
床
は
2.
3日
、
精
神
病
床
は
29
.5
日
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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(4
)
生
活
習
慣
病
及
び
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
況

ア
生
活
習
慣
病
に
分
類
さ
れ
る
疾
患
の
状
況

平
成
１
７
年
京
都
府
患
者
調
査
に
よ
れ
ば
、
府
内
病
院
の
入
院
患
者
数
を
傷
病
別
に
み
る
と
、

「
循
環
器
系
の
疾
患
」
が
6,
81
7人
(2
1.
8％
)と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
精
神
及
び
行
動
の
傷

、
害
」
が
5,
97
3人
(1
9.
1％
)、
新
生
物
が
3,
86
3人
(1
2.
3％
)と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
の
医
療
費
統
計
に
お
い
て
も
、
医
療
給
付
の
費
用
額
は
、
循
環
系
の
疾
患
が
最
も

高
く

次
い
で
新
生
物
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す

京
都
府
国
民
健
康
保
険
疾
病
分
類
別
統
計

平
、

。（
（

成
１
９
年
５
月
診
療
分
））

「
循
環
器
系
の
疾
患
」
中
で
も
「
脳
血
管
疾
患
」
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
脳
梗
塞
に
つ

、
い
て
は
、
６
０
歳
台
か
ら
増
え
始
め
、
７
０
歳
を
超
え
る
と
急
激
に
上
昇
し
て
お
り
、
脳
梗
塞
の

入
院
患
者
中
に
占
め
る
７
０
歳
以
上
の
割
合
は
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
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循
環
器
系
の
疾
患

21
.8
％

(6
,8
17
人
)

精
神
及
び

行
動
の
障
害

19
.1
％

(5
,9
73
人
)

そ
の
他

18
.0
％

(5
,6
38
人
)

70
～
79
歳

81
5人

80
歳
以
上

21
57
人
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(5
)
人
口
推
移
等

現
在
、
京
都
府
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
人
口
は
し
ば
ら
く
増
加
を
続
け
る

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
６
５
歳
以
上
の
人
口
は
、
平
成
１
７
年
は
５
３
万
人
で
す
が
、
平
成
３
２
年

に
は
約
７
４
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
、

、
、

総
人
口
に
占
め
る
６
５
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
は
平
成
１
７
年
は
約
２
割
平
成
３
７
年
に
は

約
３
割
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

（
）

京
都
府
の
将
来
推
計
人
口

単
位
：
千
人

H1
7

H2
2

H2
7

H3
2

H3
7

H4
2

H4
7

総
人
口

2,
64
8

2,
62
9

2,
59
0

2,
53
3

2,
45
9

2,
37
2

2,
27
4

６
５
歳
以
上

53
4

61
4

71
2

74
0

73
4

73
1

73
5

６
５
歳
以
上
の
割
合

20
.2
％

23
.4
％

27
.5
％

29
.2
％

29
.9
％

30
.8
％

32
.3
％

『
』（

）
日
本
の
都
道
府
県
別
将
来
推
計
人
口

平
成
19
年
5月
推
計

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

-
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イ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
況

平
成
１
７
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
及
び
予
備
群
を
合
わ
せ
た
割
合
は
、
お
お
よ
そ
４
０
歳
～
７
４
歳
の
男
性

の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
１
７
年
１
０
月
１
日
現
在
（
国
勢

調
査
人
口
）
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
者
及
び
予
備
群
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
該
当
者
数
は
約
９

２
０
万
人
、
予
備
群
数
は
約
９
８
０
万
人
、
併
せ
て
約
１
，
９
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
青
年
期
、
壮
年
期
か
ら
、
生
活
習
慣
病
に
な

ら
な
い
た
め
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
等
の
受
診
率
の
向
上
や
効
果
的
な
健
診
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
協
議

会
を
設
置
し
検
討
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
、
市
町
村
や
各
保
険
者
、
健
診
機
関

等
の
従
事
者
の
技
術
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
受
診
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
健
診
や
、
４
０
歳
・

５
０
歳
な
ど
の
節
目
健
診
、
夜
間
・
休
日
健
診
な
ど
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
ま

す
。

療
養
病
床
の
再
編
成

平
成
２
３
年
度
末
の
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
伴
う
療
養
病
床
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
参

酌
標
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
高
齢
者
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
つ
十
分
に
提
供
さ
れ
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
を
担
う
療
養
病
床
を
老
人
保
健
施
設
等
を
含

め
た
全
体
像
の
見
通
し
と
し
て
示
し
ま
す
。

＜
平
成
１
９
年
４
月
１
日
＞

＜
平
成
２
４
年
度
末
＞

医
療
療
養
病
床

約
３
，
６
６
０
床

医
療
療
養
病
床

２
，
６
４
７
床

回
復
期
ﾘﾊ
ﾋﾞ
ﾘﾃ
ｰｼ
ｮﾝ
病
床

（
転
換
分
）
約
１
０
０
床

介
護
療
養
型
（
転
換
型
）

（
）

介
護
療
養
病
床

老
人
保
健
施
設
転
換
分

３
，
８
２
２
床

約
２
，
４
０
０
床

一
般
病
床
（
転
換
分
）

約
３
０
０
床

療
養
病
床
の
計

合
計

６
，
４
６
９
床

約
６
，
５
０
０
床

※
医
療
療
養
病
床
数
は
「
京
都
府
に
お
け
る
必
要
療
養
病
床
数
：
３
，
６
６
０
床
」
を
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

、

他
の
数
値
は
、
こ
の
間
の
医
療
機
関
と
の
意
見
交
換
等
に
お
け
る
状
況
に
よ
り
、
京
都
府
に
お
い
て
推
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
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Ⅲ
医
療
費
の
推
移
見
通
し
を
立
て
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

１
推
計
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点

今
後
の
保
健
医
療
政
策
に
つ
い
て
は
、
府
民
の
健
康
と
医
療
の
あ
り
方
を
展
望
し
、
府
民
の
生
活
の
質

を
確
保
・
向
上
す
る
う
え
で
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

、
、

、
ま
た

急
速
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で

人
生
８
０
年
時
代
を
生
き
生
き
と
健
康
で
暮
ら
す
た
め

青
年
期
、
壮
年
期
か
ら
、
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
、
高
齢
期
に
お
い
て

も
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
な
「
健
康
寿
命
」
を
延
伸
さ
せ
る
取
り

、
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
京
都
府
と
し
て
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
留
意
し
て
今
後
の
医
療
費
の
推

移
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防

生
活
習
慣
病
は
、
患
者
の
生
活
の
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
経
済
的
に
も
社
会
全

体
と
し
て
大
き
な
負
担
に
な
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
も
の
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備
群
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
段
階
で
保
健
指
導
を
確
実
に
行
い
、
生
活
習

慣
病
の
改
善
に
自
ら
取
り
組
む
よ
う
に
行
動
変
容
を
促
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
げ
、
ま
た
、

重
症
化
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
府
民
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療
計
画
」
の
成
果
指
標
と
し
て
掲
げ
る
目

）
標
値
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
特
定
健
康
診
査
の
実
施
率

７
０
％

平
成
２
４
年
度

○
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

４
５
％

平
成
２
４
年
度

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

１
０
％

平
成
２
４
年
度

該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
率

(平
成
20
年
度
対
比
)

○
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
４
年
（
20
12
年
）
度
に
お
い
て
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
対
象
者
の
70
％
以
上
が
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
４
年
（
20
12
年
）
度
に
お
い
て
、
当
該
年
度
に
特
定
保

健
指
導
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
対
象
者
の
45
％
以
上
が
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

、
（

）
○

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
率
に
つ
い
て
は

平
成
２
４
年

20
12
年

、
（

）
度
時
点
で
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群
が
平
成
２
０
年
20
08
年

度
当
初
と
比
べ
て
10
％
以
上
減
少
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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応
で
き
る
よ
う
、
病
診
連
携
の
取
組
の
充
実
・
強
化
や
、
地
域
医
療
支
援
病
院
等
か
か
り
つ
け
医
を

支
援
す
る
病
院
に
お
い
て
は
、
症
例
検
討
会
の
実
施
や
か
か
り
つ
け
医
を
対
象
と
し
た
研
修
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
医
療
を
担
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
置
促
進
及
び
機
能
充
実
の
た
め
に
、

そ
の
立
ち
上
げ
等
に
対
す
る
支
援
な
ど
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

２
医
療
費
の
見
通
し

以
上
の
「
医
療
費
の
推
移
見
通
し
を
立
て
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
」
を
前
提
と
し
て
、
国
の
示
す

標
準
的
な
都
道
府
県
医
療
費
の
推
計
方
法
（
医
療
費
推
計
ソ
フ
ト
）
に
よ
り
、
５
年
後
の
京
都
府

「
」

の
医
療
費
の
推
移
を
推
計
す
る
と
、
平
成
２
４
年
度
に
は
次
の
よ
う
な
額
に
な
り
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
に
お
け
る
医
療
費
の
見
通
し

８
３
２
，
４
６
３
，
９
０
４
千
円

（
平
成
２
０
年
度
の
医
療
費
総
額
（
推
計
）

７
３
２
，
８
７
６
，
６
１
４
千
円
）

（
参
考
）
国
の
医
療
費
推
計
ソ
フ
ト
に
よ
る
結
果

平
成
２
０
年
度

平
成
２
４
年
度

（
初
年
度
）

（
５
年
後
）

○
現
状
の
ま
ま
推
移

計
45
,8
23
（
千
日
）

→
46
,0
17
（
千
日
）

総
入

院
8,
90
4（
千
日
）

9,
18
8（
千
日
）

入
院
外

36
,9
19
（
千
日
）

36
,8
28
（
千
日
）

日
平
均
在
院
日
数

計
→

45
,4
05
（
千
日
）

数
減
少
後

入
院

現
状
と
同
じ

8,
57
6（
千
日
）

入
院
外

36
,8
28
（
千
日
）

○
現
状
の
ま
ま
推
移

計
27
8,
00
4円

→
32
4,
46
2円

１
入

院
11
2,
60
1円

13
0,
73
7円

人
入
院
外

14
5,
88
5円

17
1,
94
0円

当
歯

科
19
,5
17
円

21
,7
85
円

た り
平
均
在
院
日
数

計
→

31
8,
58
1円

医
減
少
後

入
院

現
状
と
同
じ

12
4,
85
6円

療
入
院
外

17
1,
94
0円

費
歯

科
21
,7
85
円

○
総

医
療

費
平
成
２
０
年
度

平
成
２
４
年
度

現
状
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合

73
2,
87
6,
61
4千
円

→
84
7,
83
1,
63
6千
円

施
策
を
実
施
し
、
平
均
在
院

現
状
と
同
じ

→
83
2,
46
3,
90
4千
円

日
数
が
減
少
し
た
場
合

(▲
15
,3
67
,7
32
千
円
)
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平
均
在
院
日
数

本
府
の
平
成
１
７
年
度
一
人
当
た
り
国
民
医
療
費
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
（
全
国
２
５

位
、
特
に
老
人
医
療
費
は
、
全
国
第
１
０
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

） ま
た
、
平
均
在
院
日
数
と
老
人
医
療
費
と
は
高
い
相
関
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年

平
均
在
院
日
数
（
介
護
療
養
病
床
を
除
く
）
は
、
一
番
短
い
長
野
県
と
京
都
府
と
は
、
約
６
日
間
の

開
き
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
も
、
医
療
機
能
の
分
担
と
連
携
に
よ
り
、
急
性
期
か
ら

慢
性
期
を
経
て
在
宅
復
帰
す
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
効
果
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
均
在
院
日
数
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
国
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
策
の
一
つ
と
し
て
療
養
病
床
の
転
換
（
介
護
療
養
病
床
の
廃

止
、
医
療
療
養
病
床
の
削
減
）
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
府
に
お
い
て
は
、
療
養
病
床
は

全
体
と
し
て
は
減
少
す
る
も
の
の
、
介
護
療
養
病
床
の
方
が
医
療
療
養
病
床
よ
り
も
多
い
と
い
う
京

都
府
の
特
殊
性
の
た
め
、
医
療
保
険
適
用
の
療
養
病
床
は
逆
に
増
加
す
る
見
通
し
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
に
よ
り
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
も
の
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
本
府
に
お
い
て
は
、
平
均
在
院
日
数
（
介
護
療
養
病
床
を
除
く
）
の
短
縮
は
、
療
養
病

、「
（

）」
、

床
の
再
編
成
に
よ
る
の
で
は
な
く

健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン

京
都
府
保
健
医
療
計
画

「
京
都
府
地
域
ケ
ア
確
保
推
進
指
針
」
等
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
、
健
康
な
生
活
を
続
け
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
平
均
在
院
日
数
が
短
縮
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
に
お
い
て
、
平
均
在
院
日
数
は
、
平
成
18
年
の
京
都
府
の
平
均
在
院
日
数
(3
1.
3

○
日
)と

全
国
最
短
の
長
野
県
の
平
均
在
院
日
数
(2
5.
0日
)と
の
差
(6
.3
日
)の
３
分
の
１
(2
.1
日
)

、
短
縮
さ
れ
る
見
通
し
と
し
て
い
ま
す
（
31
.3
日
－
2.
1日
＝
29
.2
日
）

。

こ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
と
連
携
強
化
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
実

状
に
応
じ
た
具
体
的
な
医
療
連
携
体
制
を
構
築
し
、
か
か
り
つ
け
医
は
、
病
院
と
の
通
院
医
療
に
お

け
る
機
能
分
担
や
、
専
門
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
紹
介
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
の
緊
急
時
に
対
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そ
の
立
ち
上
げ
等
に
対
し
て
支
援

・
病
院
の
退
院
調
整
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

・
か
か
り
つ
け
薬
局
（
薬
剤
師
）
の
定
着
支
援

主
な
死
因
に
着
目
し
た
切
れ
目
な
い
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
が
ん
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
が
ん
の
予
防
・
早
期
発
見

・
受
診
強
化
月
間
を
設
定
し
、
街
頭
啓
発
や
公
共
施
設
に
お
け
る
展
示
及
び
家
族
を
通
じ
た

受
診
の
呼
び
か
け
な
ど
の
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
展
開

、
、

・
乳
が
ん
の
早
期
検
診
の
必
要
性
を
伝
え
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
な
ど
関
係
団
体
や
企
業

学
生
等
と
協
働
し
た
検
診
や
啓
発
活
動
を
展
開

・
罹
患
率
の
高
ま
る
年
齢
層
や
罹
患
リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
重
点
を
お
き
、
受
診
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
（
職
場
）
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
や
検
診
に
積
極
的
に
取
り
組

む
団
体
等
を
表
彰

、
、

・
セ
ッ
ト
検
診
や
夜
間
・
休
日
検
診
個
別
通
知
な
ど
検
診
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
や

検
診
対
象
年
齢
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
市
町
村
へ
の
交
付
金
制
度
の
創
設
や
４
０
歳
・
５

０
歳
な
ど
の
節
目
の
検
診
受
診
者
の
負
担
軽
減
へ
の
支
援

・
高
校
生
等
若
年
者
を
対
象
と
す
る
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

・
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
や
効
果
的
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
会
を
設
置
し
検
討

す
る
と
と
も
に
、
検
診
従
事
者
へ
の
研
修
を
実
施

・
受
診
率
、
発
見
率
等
の
デ
ー
タ
を
分
析
・
公
表
す
る
な
ど
、
が
ん
検
診
の
精
度
管
理
・
事

業
評
価
を
推
進

★
が
ん
医
療
体
制
の
充
実

①
世
界
的
叡
智
を
活
か
し
た
総
合
的
が
ん
対
策
の
推
進

・
「
が
ん
征
圧
セ
ン
タ
ー
」
を
有
す
京
都
府
立
医
科
大
学
と
「
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
を
有

、
す
京
都
大
学
医
学
部
の
協
力
・
連
携
の
も
と
「
が
ん
対
策
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
に
よ

、
り
、
京
都
府
に
お
け
る
が
ん
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

・
府
立
医
科
大
学
と
京
都
大
学
医
学
部
を
中
心
に
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
機
関
の
連
携
に
よ
る
、
が
ん
患
者
に
対
す
る
高
度
専
門
医
療
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
全
域
に
お
け
る
が
ん
医
療
水
準
向
上
の
総
合
的
な
対
策
を
推

進
②
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
（
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
）

・
「
京
都
府
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
」
を
設
置
し
、
診
療
連
携
体
制
等
が
ん
医
療
に
関
す

る
情
報
交
換
の
ほ
か
、
府
内
の
院
内
が
ん
登
録
デ
ー
タ
の
分
析
・
評
価
、
研
修
計
画
や
地

域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
等
を
実
施

・
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
の
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
対
象
と
し
た
化
学
療
法

や
緩
和
医
療
な
ど
診
療
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
実
施

・
診
療
設
備
整
備
、
専
門
医
・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
等
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
に
係
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Ⅳ
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
に
当
た
っ
て
の
施
策
の
推
進
と
京
都
府
及
び
関
係
機
関
の
連
携
・
協
力

１
施
策
の
推
進

Ⅲ
で
示
す
「
生
活
習
慣
病
予
防
「
療
養
病
床
再
編
成
」
及
び
「
平
均
在
院
日
数
」
に
留
意
し
つ

、
」

つ
、
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
た
め
「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療
計
画

、
、

）」
「
京
都
府
地
域
ケ
ア
確
保
推
進
指
針
」
な
ど
の
関
係
計
画
等
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病

予
防
対
策
及
び
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療
計
画
）
の
推
進

地
域
の
保
健
医
療
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

（
在
宅
生
活
を
中
心
と
し
た
医
療
連
携
体
制
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
地
域
の
医
療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
と
連
携
強
化

①
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
具
体
的
な
医
療
連
携
体
制
の
構
築

・
が
ん
、
脳
卒
中
な
ど
の
主
な
疾
病
や
小
児
救
急
等
に
対
応
で
き
る
医
療
提
供
体
制
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
二
次
医
療
圏
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
「
地
域
保
健
医
療
協
議
会
」
で
、

個
々
の
患
者
の
治
療
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
全
体
的
な
治
療
計
画
（
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
）
の
普
及
な
ど
具
体
的
な
方
策
を
検
討
、
推
進

・
近
隣
府
県
と
の
患
者
の
受
療
動
向
を
踏
ま
え
、
他
府
県
関
係
者
と
の
協
議
を
行
い
、
そ

の
内
容
に
即
し
た
連
携
体
制
を
構
築

・
各
圏
域
に
お
け
る
疾
病
ご
と
の
医
療
機
能
を
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供

②
か
か
り
つ
け
医
、
地
域
医
療
支
援
病
院
等

・
か
か
り
つ
け
医
は
、
病
院
と
の
通
院
医
療
に
お
け
る
機
能
分
担
や
、
専
門
医
療
機
関
へ

の
患
者
の
紹
介
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
の
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
病
診
連
携

の
取
組
を
充
実
・
強
化

・
地
域
医
療
支
援
病
院
等
か
か
り
つ
け
医
を
支
援
す
る
病
院
は
、
地
域
連
携
室
の
設
置
、

症
例
検
討
会
の
実
施
、
病
床
や
機
器
の
共
同
利
用
、
か
か
り
つ
け
医
を
対
象
と
し
た
研
修

を
充
実

・
地
域
医
療
支
援
病
院
の
指
定
の
承
認
意
向
を
有
す
る
病
院
に
つ
い
て
、
承
認
要
件
が
満

た
さ
れ
る
よ
う
条
件
整
備
を
支
援

★
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
充
実

・
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
府
医
師
会
設
置
予
定
）
へ
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
機
関

を
支
援

・
在
宅
に
お
け
る
終
末
期
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
等
を
対
象
と
し
た
研

修
を
実
施

・
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
師
等
の
養
成
と
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
訪
問
看
護
の
研
修

を
実
施

・
在
宅
医
療
を
担
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
置
促
進
及
び
機
能
充
実
の
た
め
に
、
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②
診
療
情
報
の
公
表

・
患
者
の
視
点
に
立
っ
た
が
ん
の
医
療
情
報
を
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
京
都
健
康
医
療
よ
ろ

ず
ネ
ッ
ト
」
等
で
提
供

・
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
、
講
演
会
、
冊
子
等
に
よ
る
が
ん
予
防
等
の
普

及
啓
発
の
充
実
、
診
療
拠
点
病
院
等
の
診
療
体
制
や
治
療
方
法
、
症
例
数
等
な
ど
医
療
情

報
の
提
供
を
促
進

③
が
ん
登
録
の
普
及
・
促
進

・
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
を
中
心
に
、
標
準
登
録
様
式
に
よ
る
院
内
が
ん
登
録
を
普
及

・
促
進

・
地
域
が
ん
登
録
の
登
録
率
及
び
精
度
の
向
上
を
図
り
、
部
位
別
の
が
ん
罹
患
率
な
ど
、

が
ん
対
策
の
推
進
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析

④
が
ん
研
究
の
推
進

・
府
立
医
科
大
学
等
に
お
け
る
が
ん
の
予
防
・
医
療
に
関
す
る
研
究
の
推
進

（
脳
卒
中
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
脳
卒
中
の
予
防
・
早
期
発
見

①
身
近
な
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

・
「
一
駅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
」
や
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
設
定
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
め
る
手
軽
な
健
康
づ
く
り
や
そ
の
効
果
を
府
民
に
広
く
発
信

・
地
域
や
職
場
等
で
禁
煙
ト
ラ
イ
ア
ル
や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援
、
表
彰

・
健
康
手
帳
の
配
布
や
健
康
教
室
、
訪
問
指
導
な
ど
、
府
民
に
身
近
な
健
康
増
進
事
業
を

実
施
す
る
市
町
村
を
支
援

・
地
域
の
食
材
な
ど
を
活
か
し
た
健
康
レ
シ
ピ
の
作
成
・
普
及
、
外
食
時
の
ヘ
ル
シ
ー
食

情
報
の
提
供
な
ど
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

②
健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備
に
よ
る
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
適
切
な
実
施

の
支
援

・
受
診
率
の
向
上
や
効
果
的
な
健
診
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
会
を
設
置
し
検
討
す
る

と
と
も
に
健
診
強
化
月
間
を
設
定
し
、
受
診
を
啓
発

・
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
、
市
町
村
や
各
保
険
者
、
健
診
機
関
等
の
従
事
者
の
技
術
向

上
を
支
援

・
健
診
機
関
で
適
切
、
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
評
価
基
準
作
成
な
ど
、
精
度
向
上
を

支
援

・
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
て
健
診
機
関
等
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
市
町
村
や
国
民
健

康
保
険
組
合
の
行
う
健
診
、
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

③
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
市
町
村
の
支
援

・
受
診
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
健
診
や
、
４
０
歳

・
５
０
歳
な
ど
の
節
目
健
診
、
夜
間
・
休
日
健
診
な
ど
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
市
町
村

を
支
援

-
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る
体
制
を
充
実

③
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

・
診
療
設
備
整
備
、
専
門
医
・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
等
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
に
係

る
体
制
を
充
実

・
日
本
人
に
多
い
が
ん
に
つ
い
て
の
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
等
、
治
療
の

標
準
化
や
医
療
情
報
の
提
供
・
連
携
強
化
を
促
進

・
放
射
線
治
療
器
等
の
共
同
利
用
や
早
期
診
断
な
ど
、
地
域
の
医
療
従
事
者
へ
の
診
療
支

援 ・
症
例
検
討
会
、
公
開
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
等
、
地
域
の
医
療
従
事
者
向
け
の
研
修

機
会
を
充
実

・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
専
門
的
ケ
ア
の
提
供
、
か
か
り
つ
け
医
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア

の
知
識
の
普
及
等
、
が
ん
の
早
期
か
ら
緩
和
ケ
ア
を
実
施
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進

④
が
ん
医
療
の
地
域
格
差
解
消
・
均
て
ん
化
の
推
進

・
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
な
い
二
次
医
療
圏
に
お
い
て
、
中
核
的
病
院
を
拠
点
病
院

に
準
ず
る
病
院
（
地
域
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
（
仮
称
）
と
し
て
位
置
付
け
、
化
学

）
療
法
等
診
療
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
や
か
か
り
つ
け
医
の
研
修
機
会

を
充
実

・
が
ん
の
診
断
・
治
療
機
能
の
充
実
の
た
め
、
医
療
機
関
の
高
度
医
療
機
器
整
備
を
促
進

⑤
専
門
医
療
従
事
者
の
確
保

・
大
学
等
と
連
携
し
、
専
門
医
の
資
格
取
得
に
必
要
な
教
育
・
研
修
機
会
を
府
内
で
確
保

・
が
ん
治
療
・
緩
和
ケ
ア
等
の
専
門
知
識
を
有
す
る
認
定
看
護
師
、
認
定
薬
剤
師
等
の
養

成
講
習
会
の
開
催
及
び
養
成
機
会
の
確
保

・
全
て
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
が
専
門
医
療
従
事
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
研
修
等

へ
の
派
遣
に
つ
い
て
支
援

★
在
宅
・
緩
和
医
療

・
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
の
指
導
者
層
の
養
成

・
地
域
中
核
病
院
の
が
ん
に
関
わ
る
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
等
や
か
か
り
つ
け
医
へ
の
緩

和
ケ
ア
研
修

・
看
護
師
へ
の
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
研
修

・
緩
和
ケ
ア
病
床
や
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
設
置
促
進

・
か
か
り
つ
け
医
や
患
者
・
家
族
か
ら
の
相
談
窓
口
な
ど
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
体
制
の
充

実 ・
中
核
病
院
、
診
療
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
連
携
し
た
在
宅
で
の
体
制
構
築
に

向
け
た
取
組
を
実
施
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
普
及

★
が
ん
患
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
提
供
・
調
査
研
究

①
相
談
支
援
体
制
等
の
充
実

・
中
核
病
院
に
お
け
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
実
施
や
専
門
相
談
窓
口
の
充
実
、
患
者

会
等
の
育
成
、
患
者
サ
ロ
ン
の
設
置
を
支
援

・
が
ん
患
者
や
家
族
等
の
悩
み
や
要
望
を
捉
え
、
が
ん
対
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
定
期

に
開
催
す
る
医
療
審
議
会
等
で
協
議
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（
糖
尿
病
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
糖
尿
病
の
予
防
・
早
期
発
見
（
内
容
は
脳
卒
中
と
同
じ
）

・
身
近
な
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

・
健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備
に
よ
る
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
適
切
な
実
施

の
支
援

・
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
市
町
村
の
支
援

・
歯
周
疾
患
の
予
防
・
健
診
へ
の
支
援

★
糖
尿
病
医
療
の
充
実

①
診
断
・
治
療
体
制
の
整
備
、
地
域
医
療
連
携
体
制
の
構
築

・
専
門
医
や
そ
れ
に
準
ず
る
か
か
り
つ
け
医
の
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
等
を
支
援

・
合
併
症
の
治
療
や
管
理
の
行
え
る
医
療
機
関
や
専
門
医
、
薬
局
等
に
関
す
る
情
報
を
提

供 ・
重
度
合
併
症
に
関
し
て
、
病
院
に
お
け
る
専
門
医
と
か
か
り
つ
け
医
及
び
専
門
医
療
機

関
と
の
連
携
を
効
果
的
、
効
率
的
に
行
う
た
め
の
情
報
提
供
書
や
標
準
的
な
治
療
計
画
書

（
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
等
）
の
作
成
な
ど
具
体
的
手
法
を
地
域
保
健
医
療
協
議
会

で
検
討
し
、
地
域
に
普
及

②
継
続
治
療
の
促
進
（
重
症
化
や
進
行
の
防
止
）

・
軽
症
者
・
予
備
群
に
対
す
る
か
か
り
つ
け
医
・
産
業
医
と
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
と
の

共
同
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
栄
養
・
運
動
・
歯
周
病
の
指
導
・
管
理
を
促
進

（
後
発
医
薬
品
に
対
す
る
理
解
の
促
進
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

後
発
医
薬
品
に
対
す
る
理
解
の
促
進

★
・
後
発
医
薬
品
に
関
し
て
、
患
者
に
処
方
す
る
医
師
や
調
剤
を
す
る
薬
剤
師
、
医
薬
品
を
選
択

す
る
医
療
機
関
の
、
後
発
医
薬
品
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
関
係
団
体
と
の

情
報
・
意
見
交
換
や
府
政
円
卓
会
議
を
実
施

健
康
づ
く
り
の
推
進

（
生
活
習
慣
病
対
策
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
生
活
習
慣
病
予
防
（
内
容
は
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
と
一
部
同
じ
）

①
健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備
に
よ
る
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
適
切
な
実
施

の
支
援

・
受
診
率
の
向
上
や
効
果
的
な
健
診
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
会
を
設
置
し
検
討
す
る

と
と
も
に
健
診
強
化
月
間
を
設
定
し
、
受
診
を
啓
発

・
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
、
市
町
村
や
各
保
険
者
、
健
診
機
関
等
の
従
事
者
の
技
術
向

上
を
支
援

・
健
診
機
関
で
適
切
、
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
評
価
基
準
作
成
な
ど
、
精
度
向
上
を

支
援
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★
脳
卒
中
の
医
療
の
充
実

①
急
性
期

・
脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
患
者
に
対
し
て
専
門
的
治
療
が
24
時
間
実
施
可
能
で
、
適
応
あ
る

脳
梗
塞
症
例
に
早
期
に
血
栓
溶
解
療
法
が
実
施
可
能
で
あ
る
な
ど
、
脳
血
管
疾
患
の
救
急

受
入
の
で
き
る
地
域
の
病
院
を
明
確
に
し
、
各
地
域
の
消
防
本
部
等
へ
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
当
該
病
院
を
中
核
的
な
役
割
を
担
う
医
療
機
関
と
し
て
、
人
材
育
成
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

等
の
整
備
な
ど
機
能
を
充
実

・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
ヘ
リ
搬
送
の
活
用
等
広
域
的
な
救
急
搬
送
体
制
を

充
実

・
病
院
前
救
護
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
、
専
門
性
を
高
め
た
認
定
救
急
救
命
士
の
養
成
等

質
の
向
上
を
支
援

②
回
復
期

・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
等
の
設
置
促
進

・
北
部
地
域
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
等
の
確
保
定
着
の
た
め
の
専

門
研
修
の
機
会
を
確
保

③
維
持
期
（
在
宅
）

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
置
促
進
及
び
機
能

充
実
に
向
け
、
支
援

・
府
民
及
び
医
療
機
関
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
の
設
置
、
医
師
会
と
連
携
し

た
か
か
り
つ
け
医
紹
介
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
取
組
を
支
援

・
各
医
療
圏
ご
と
に
、
病
診
連
携
の
あ
り
方
や
情
報
共
有
の
方
法
な
ど
具
体
的
手
法
を
地

域
保
健
医
療
協
議
会
で
検
討
し
、
地
域
に
普
及

★
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
携
体
制
の
充
実

・
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
情
報
を
施
設
間
で
共
有
す
る
「
地
域
連
携
パ
ス
」
を
作
成
・

普
及

・
リ
ハ
ビ
リ
水
準
の
向
上
の
た
め
、
病
態
ご
と
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
標
準
化

（
急
性
心
筋
梗
塞
）
対
策
の
方
向

ポ
イ
ン
ト

★
急
性
心
筋
梗
塞
の
予
防
・
早
期
発
見
（
内
容
は
脳
卒
中
と
同
じ
）

・
身
近
な
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

・
健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備
に
よ
る
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
適
切
な
実
施

の
支
援

・
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
市
町
村
の
支
援

★
急
性
心
筋
梗
塞
の
医
療
の
充
実
（
内
容
は
脳
卒
中
と
同
じ
）

・
診
断
・
治
療
体
制
の
整
備
、
地
域
医
療
連
携
体
制
の
構
築

★
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
携
体
制
の
充
実
（
内
容
は
脳
卒
中
と
同
じ
）
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Ⅴ
公
表
等
に
つ
い
て

医
療
費
の
見
通
し
や
施
策
の
実
施
状
況
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
府
民
、
関
係
団
体
、
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
、
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
見
通
し
の
最
終
年
度
の
翌
年
度
（
平
成

２
５
年
度
）
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
を
取
り
巻
く
現
状
分
析
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
度
に
診
療
報
酬
明
細
書
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
が
全
面
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
費
に
係
る
デ
ー
タ
が
電
子
化
さ
れ
れ
ば
詳
細
な
分
析
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
同
デ
ー
タ
が
統
計
上
利
用
可
能
と
な
っ
た
段
階
で
、
年
齢
別
、
性
別
、
疾
病
別
等
の

詳
細
な
分
析
を
行
い
、
今
後
の
医
療
費
の
見
通
し
や
施
策
の
推
進
の
参
考
と
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
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・
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
て
健
診
機
関
等
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
市
町
村
や
国
民
健

康
保
険
組
合
の
行
う
健
診
、
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

②
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
市
町
村
の
支
援

・
受
診
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
健
診
や
、
４
０
歳

・
５
０
歳
な
ど
の
節
目
健
診
、
夜
間
・
休
日
健
診
な
ど
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
市
町
村

を
支
援

③
身
近
な
健
康
づ
く
り
の
支
援

・
健
康
手
帳
の
配
布
や
健
康
教
室
、
訪
問
指
導
な
ど
、
府
民
に
身
近
な
健
康
増
進
事
業
を

実
施
す
る
市
町
村
を
支
援

④
先
進
的
取
組
へ
の
支
援

・
脳
の
健
康
づ
く
り
や
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
健
康
管
理
な
ど
、
先
進
的
な
取
組
の
普
及

・
早
期
診
断
に
有
用
な
、
PE
T、
MR
I、
レ
ー
ザ
ー
な
ど
を
含
む
「
光
医
療
産
業
バ
レ
ー
構

想
」
の
推
進

（
２
）
地
域
ケ
ア
確
保
推
進
指
針
の
推
進

地
域
ケ
ア
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
整
備
へ
の
助
成

１
介
護
等
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
整
備
・
マ
・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
(グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
等
)の
基
盤

ン
パ
ワ
ー
確
保

整
備
促
進

・
介
護
従
事
者
の
ケ
ア
技
術
向
上

・
介
護
人
材
の
確
保
・
資
質
向
上
の
支
援

な
ど

・
在
宅
医
療
を
支
え
る
医
療
従
事
者
の
確
保
・
養
成

２
在
宅
医
療
の
充
実
・
地
域
に
お
け
る
病
・
診
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

・
か
か
り
つ
け
医
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
連
携
強
化
の
支
援

な
ど

・
地
域
力
再
生
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
強
化

３
見
守
り
の
確
保

・
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
支
援

・
高
齢
者
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
な
ど
権
利
擁
護
の
充
実

・
地
域
連
携
に
よ
る
認
知
症
の
早
期
発
見
体
制
の
確
立

な
ど

・
住
宅
・
施
設
等
の
情
報
提
供
相
談
シ
ス
テ
ム
の
整
備
支
援

４
多
様
な
住
ま
い
等
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
付
い
た
住
宅
の
整
備
促
進

の
普
及

・
転
倒
骨
折
を
予
防
す
る
た
め
の
住
ま
い
及
び
暮
ら
し
方
の
普
及

な
ど

２
京
都
府
及
び
関
係
機
関
の
連
携
・
協
力

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
推
進
や
効
率
的
な
医
療
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関

の
連
携
・
協
力
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
京
都
府
で
は
、
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
沿
っ
て
、

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
施
策
の
推
進
に
あ
た
れ
る
よ
う
調
整
及
び
支
援
を
行
い
ま
す
。
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３
平
均
在
院
日
数
見
通
し

国
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
策
の
一
つ
と
し
て
療
養
病
床
の
転
換
（
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
、
医
療
療
養

病
床
の
削
減
）
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
府
に
お
い
て
は
、
医
療
保
険
適
用
の
療
養
病
床
が
逆
に

増
加
す
る
見
通
し
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
も
の
と
は
な
り
ま
せ

ん
。 本
府
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
医
療
機
関
の
役
割
分
担
と
連
携
の
促
進
等
に
よ
り
、
平
均
在
院
日
数
が

短
縮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
引
き
続
き
「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療

計
画

「
京
都
府
地
域
ケ
ア
確
保
推
進
指
針
」
等
に
よ
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
と
し

）」
、

て
平
均
在
院
日
数
の
見
通
し
を
示
す
も
の
と
し
ま
す
。

○
平
成
２
４
年
に
お
い
て
、
本
府
の
平
成
１
８
年
平
均
在
院
日
数
(3
1.
3日
)が
、
最
短
の
長
野
県
(2
5.
0日
)

と
の
差
(6
.3
日
)の
1/
3（
2.
1日
)短
縮
さ
れ
る
見
通
し
と
し
て
い
ま
す
（
31
.3
日
－
2.
1日
＝
29
.2
日
）

。

４
５
年
後
の
医
療
費
見
通
し

国
の
示
す
標
準
的
な
都
道
府
県
医
療
費
の
推
計
方
法
（
医
療
費
推
計
ソ
フ
ト
）
に
よ
り
、
５
年
後
の

「
」

京
都
府
の
医
療
費
の
推
移
を
推
計
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
２
４
年
度
の
医
療
費
見
通
し

８
,３
２
５
億
円

健
康
長
寿
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療
計
画
）
等
の
関
係
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
な
ど
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の
保
健
医
療
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
な
ど
医
療
サ

ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

公
表
等 医
療
費
の
見
通
し
や
施
策
の
実
施
状
況
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
見
通
し
の
最
終
年
度
の
翌
年
度
（
平

成
２
５
年
度
）
に
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

-
1
-

京
都
府
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に
関
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
（
概
要
）

平
成
２
０
年
８
月

健
康
福
祉
部

趣
旨 京
都
府
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
中
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

、
、

、
で
き
る
制
度
を
堅
持
し
府
民
の
保
健
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
健
康
長
寿
日
本
一
に
向
け
て

生
活
習
慣
病
予
防
を
徹
底
し
、
併
せ
て
、
医
療
の
質
を
確
保
し
つ
つ
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
費
の
適
正
化
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
健
康
長
寿
を
目
指
す
立
場
か
ら
、

健
康
づ
く
り
や
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
そ
う
し

た
取
組
の
反
映
で
あ
り
「
京
都
府
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に
関
す
る
見
通
し
」
で
は
、
こ
う
し
た
施
策

、
の
内
容
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
中
期
的
な
医
療
費
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
と
し
ま
す
。

医
療
費
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

○
本
府
の
平
成
１
７
年
度
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
26
6千
円
（
全
国
25
位
（
全
国
平
均
25
9千
円
））

○
本
府
の
平
成
１
７
年
度
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
は
、
89
9千
円
（
全
国
10
位
（
全
国
平
均
82
1千
円
））

○
本
府
の
平
成
１
８
年
平
均
在
院
日
数
は
、
31
.3
日
（
全
国
短
い
順
に
15
位
（
全
国
平
均
32
.2
日
））

、
（

）
○

男
性
の
約
半
数
女
性
の
約
２
割
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
又
は
予
備
群
40
～
74
歳

医
療
費
の
推
移
の
見
通
し

１
生
活
習
慣
病
予
防

○
特
定
健
康
診
査
の
実
施
率

７
０
％

平
成
２
４
年
度

○
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

４
５
％

平
成
２
４
年
度

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

１
０
％

平
成
２
４
年
度

該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
率

(平
成
20
年
度
対
比
)

２
療
養
病
床
の
再
編
成

平
成
２
３
年
度
末
の
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
伴
う
療
養
病
床
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
参
酌
標
準

に
よ
り
目
標
数
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
京
都
府
の
実
態
を
踏
ま
え
別
途
策
定
し
た
「
京
都
府
地
域
ケ
ア

確
保
推
進
指
針
」
に
よ
り
療
養
病
床
の
見
通
し
を
示
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
つ
十
分
に
提

供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
を
担
う
療
養
病
床
を
老
人
保
健
施
設
等
を

含
め
た
全
体
像
の
見
通
し
と
し
て
示
し
ま
す
。

＜
平
成
１
９
年
４
月
１
日
＞

＜
平
成
２
４
年
度
末
＞

医
療
療
養
病
床

約
３
，
６
６
０
床

医
療
療
養
病
床

２
，
６
４
７
床

回
復
期
ﾘﾊ
ﾋﾞ
ﾘﾃ
ｰｼ
ｮﾝ
病
床

（
転
換
分
）
約
１
０
０
床

介
護
療
養
型
（
転
換
型
）

（
）

介
護
療
養
病
床

老
人
保
健
施
設
転
換
分

３
，
８
２
２
床

約
２
，
４
０
０
床

一
般
病
床
（
転
換
分
）

約
３
０
０
床

療
養
病
床
の
計

合
計

６
，
４
６
９
床

約
６
，
５
０
０
床

※
医
療
療
養
病
床
数
は
「
京
都
府
に
お
け
る
必
要
療
養
病
床
数
：
３
，
６
６
０
床
」
を
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の

、
数
値
は
、
こ
の
間
の
医
療
機
関
と
の
意
見
交
換
等
に
お
け
る
状
況
に
よ
り
、
京
都
府
に
お
い
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
特
定
健
康
診
査
等
の
科
学
的
根
拠
に
つ
い
て
）

○
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
よ
る
医
療
費
□
現
行
基
準
や
制
度
等
の
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て

削
減
の
科
学
的
根
拠
、
腹
囲
と
い
う
診
断
基
準
も
医
は
、
地
域
の
実
態
や
市
町
村
・
関
係
団
体
の
御
意
見

学
的
根
拠
が
希
薄
。
京
都
府
と
し
て
特
定
健
康
診
査
等
を
踏
ま
え
て
、
国
に
対
し
て
積
極
的
に
意
見
を
述

・
特
定
保
健
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
。

べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
受
診
率
向
上
対
策
に
つ
い
て
）

○
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
達
成
度
の
低
い
医
療
保
□
京
都
府
と
し
て
も
、
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導

険
者
は
、
平
成
２
５
年
度
以
降
、
よ
り
多
く
の
後
期
の
取
り
組
み
が
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ

高
齢
者
支
援
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
助
言
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

る
。
２
４
年
度
の
実
施
率
達
成
に
向
け
、
京
都
府
の
す
。
受
診
率
向
上
に
向
け
て
は
、
内
容
を
府
民
に
周

責
任
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
受
診
率
を
高
め
る
た
知
す
る
と
と
も
に
、
受
診
に
結
び
つ
く
よ
う
関
係
機 。

め
の
具
体
的
な
方
策
を
早
急
に
示
し
実
施
す
べ
き
。
関
等
と
連
携
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
平
均
在
院
日
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
）

○
京
都
府
は
、
介
護
療
養
病
床
が
医
療
療
養
病
床
よ
□
平
成
２
４
年
度
に
は
医
療
療
養
病
床
は
増
加
す
る

り
も
多
い
と
い
う
特
殊
性
の
故
、
医
療
療
養
病
床
は
見
通
し
で
す
が
、
計
画
の
施
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

増
加
す
る
。
介
護
施
設
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
全
体
の
平
均
在
院
日
数
が
短

き
な
い
患
者
が
、
一
般
病
床
に
入
院
す
る
こ
と
が
予
縮
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

想
さ
れ
、
平
均
在
院
日
数
は
長
期
化
す
る
。
２
４
年

度
の
京
都
府
の
入
院
医
療
費
は
推
計
よ
り
増
え
る
。

（
医
療
費
の
見
通
し
に
つ
い
て
）

○
医
療
機
能
を
有
す
る
療
養
病
床
は
、
大
幅
に
減
少
□
京
都
府
で
は
「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」

、
す
る
た
め
、
医
療
必
要
度
の
高
い
患
者
は
在
宅
で
療
に
お
い
て
、
健
康
増
進
か
ら
医
療
、
介
護
ま
で
切
れ

養
す
る
。
必
要
な
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
入
目
の
な
い
良
質
な
保
険
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
基

院
医
療
費
よ
り
も
か
え
っ
て
高
く
な
る
。
在
宅
医
療
本
理
念
に
、
地
域
の
医
療
資
源
の
連
携
に
よ
る
「
在

の
増
加
を
想
定
し
た
入
院
外
医
療
費
の
増
加
も
十
分
宅
医
療
の
推
進
」
等
を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。

に
考
慮
す
べ
き
。

な
お
、
医
療
費
の
将
来
見
通
し
は
、
国
が
示
し
た
推

計
方
法
に
よ
り
算
出
し
て
い
ま
す
。

（
平
均
在
院
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
）

○
平
均
在
院
日
数
は
、
一
般
病
床
の
医
療
費
の
具
体
□
平
均
在
院
日
数
は
、
医
療
費
の
見
通
し
に
お
い
て

的
な
推
移
の
見
通
し
を
示
す
べ
き
。
平
均
在
院
日
数
老
人
の
入
院
医
療
費
を
推
し
量
る
際
の
一
つ
の
指
標

の
算
定
も
、
京
都
府
の
実
態
を
詳
細
に
検
証
し
た
上
と
さ
れ
て
お
り
、
計
画
で
は
、
国
が
示
し
た
基
本
方

で
決
定
す
べ
き
。
算
定
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
患
者
針
に
よ
り
、
平
均
在
院
日
数
を
目
標
の
一
つ
の
尺
度

の
考
え
方
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
短
縮
化
と
相
と
し
て
い
ま
す
。
平
均
在
院
日
数
の
考
え
方
は
、
全

反
し
た
急
性
期
病
院
に
お
け
る
当
該
患
者
の
在
院
日
国
的
に
統
一
し
た
算
定
方
法
と
す
る
必
要
が
あ
る
た

数
を
京
都
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

め
、
病
院
報
告
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
診
療
報
酬
の
特
例
に
つ
い
て
）

○
府
民
に
良
質
で
安
定
し
た
医
療
提
供
を
確
保
す
る
□
京
都
府
と
し
て
は
、
特
定
の
地
域
の
み
異
な
る
診

た
め
に
、
国
が
示
唆
し
て
い
る
診
療
報
酬
単
価
の
切
療
報
酬
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
、
実 。

り
下
げ
に
は
、
京
都
府
と
し
て
断
固
と
し
て
阻
止
し
施
す
る
上
で
の
問
題
点
を
検
証
す
べ
き
と
考
え
ま
す

て
い
た
だ
き
た
い
。

-
1
-

「
京
都
府
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に
関
す
る
計
画
（
仮
称
（
中
間
案
」
に
対
す
る

）
）

府
民
意
見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て

１
意
見
募
集
期
間
：
平
成
２
０
年
３
月
２
４
日
(月
)～
４
月
２
３
日
(水
)

２
意
見
提
出
者
数
：
４
名

３
意
見
の
要
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
府
の
考
え
方

意
見
の
要
旨

府
の
考
え
方

（
医
療
費
の
質
的
分
析
に
つ
い
て
）

○
医
療
費
推
移
は
、
全
体
／
１
人
当
た
り
等
の
量
的
□
現
在
、
分
析
は
、
医
療
保
険
毎
の
集
計
デ
ー
タ
が

把
握
値
が
焦
点
と
さ
れ
、
質
的
分
析
（
疾
患
の
種
類
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
診
療
報
酬
明
細
書

と
数
、
患
者
の
通
院
箇
所
数
等
）
な
し
で
は
、
効
果
の
電
子
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
と
な
れ
ば
、
詳
細
な
分 。

が
限
ら
れ
る
。

析
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
採
用
等
に
つ
い
て
）

○
医
療
費
に
つ
い
て
、
例
え
ば
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
□
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
は
「
健
や
か
長
寿
の
京
都

、
の
積
極
的
採
用
・
東
洋
医
学
併
用
等
に
よ
る
低
減
施
ビ
ジ
ョ
ン
（
京
都
府
保
健
医
療
計
画
」
に
お
い
て
、

）
策
も
配
し
て
横
這
い
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

処
方
す
る
医
師
等
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
関
係

団
体
と
の
情
報
・
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
東
洋
医
学
と
の
併
用
は
、
国
に
お

け
る
医
療
保
険
の
制
度
の
問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
り
組
む
べ
き
医
療
対
策
に
つ
い
て
）

○
府
と
し
て
手
を
打
つ
べ
き
は
、
例
え
ば
風
邪
の
よ
□
本
計
画
で
は
、
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導
に
よ

う
に
休
養
す
れ
ば
そ
の
う
ち
治
る
も
の
や
、
極
端
に
る
生
活
習
慣
病
予
防
の
徹
底
を
大
き
な
柱
と
し
て
い

高
度
高
額
な
先
端
医
療
を
排
し
、
最
大
多
数
の
患
者
ま
す
。
患
者
の
生
活
の
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
医

／
病
気
を
主
対
象
に
し
た
医
療
対
策
と
考
え
る
。

療
費
の
３
分
の
１
を
占
め
る
な
ど
大
き
な
負
担
に
な

る
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
、
早
期
の
段
階
で
保
健
指

導
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
医
療
費
適
正
化
計
画
の
目
的
に
つ
い
て
）

○
医
療
費
適
正
化
の
推
進
を
目
的
と
す
る
「
医
療
費
□
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
医
療
保
険
制
度
を

適
正
化
計
画
」
が
、
府
民
の
保
健
医
療
水
準
の
向
上
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
適
正
な
医
療
費
水

に
資
す
る
か
。
個
別
性
の
高
い
健
康
や
医
療
の
費
用
準
の
確
保
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え

に
キ
ャ
ッ
プ
を
設
け
て
抑
え
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
を

そ
の
も
の
が
な
じ
ま
な
い
。
こ
う
し
た
性
質
の
内
容
推
進
し
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
こ

で
あ
る
限
り
標
記
の
計
画
は
撤
回
す
べ
き
。

と
で
、
結
果
と
し
て
医
療
費
の
伸
び
の
低
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
医
療
費
の
大
幅
増
に
つ
い
て
）

○
京
都
府
に
お
い
て
も
医
療
提
供
体
制
を
適
正
な
も
□
地
域
の
保
健
医
療
を
支
え
る
基
盤
整
備
や
患
者
本

の
と
す
る
た
め
に
は
医
療
費
の
大
幅
増
も
必
要
だ
と
位
の
安
心
・
安
全
な
医
療
提
供
体
制
の
確
立
等
は
、

い
う
認
識
に
た
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
医
療
「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
重
点
施
策
と

費
と
す
る
よ
う
強
く
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
の
理
学
療
法
士
等
の
確
保
に
つ
い
て
）

○
高
齢
者
は
脳
卒
中
が
増
え
る
。
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
□
「
健
や
か
長
寿
の
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
人
材

て
少
し
ず
つ
で
も
よ
く
な
る
よ
う
、
地
域
の
理
学
療
確
保
・
養
成
に
向
け
、
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支

法
士
等
の
確
保
が
必
要
。

援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
団
体
に
よ
る
専
門
的
技
術
支
援

・
指
導
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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